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小櫃川流域の生きもの
大型シギは干潟で天敵をど
う避ける？  
～ダイシャクシギとホウロクシギ～

　師走の盤洲干潟、風がなく、遠くに汽船がぼんやり見える。さざ波
が「ザ、ザ、ザ」と渚に寄せる。２羽のユリカモメと数羽のハマシギ
の群れの右手にひときわ大きく、くちばしが弓のように長い１羽の水
鳥がいた。すらっとした体つき。大きさからみて、「ダイシャクシギ
かホウロクシギ。どちらにしても滅多に出会えないシギ！」。この大型
シギは海面にくちばしを刺して、小さなカニを素早く摘まみ上げて何
度も飲み込んでいた。「遮るものがない干潟の海辺では目立つ！」と
思った。「ハヤブサが現れたらどうやって逃げる？」と不思議であった。
少しずつ近づいていくと「ホイーン」と一声鳴いて、飛び去った。「あれ、
もう逃げるの！」とがっかりした。この大型のシギは私の周りを大き
く旋回して南の海上へ飛び去った。飛んだ時に背から腰にかけて白い
帯が見えたので、「ダイシャクシギ」。このシギは、危険を感じると小

さな鳥よりも相当早く、すぐに
逃げて危険を避けると思った。
　さて、以前、この干潟の砂浜
で大型シギのホウロクシギが、
コメツキガニをくちばしで摘
まみ上げて食べていた。上空
に接近してくるヘリコプター
を上目遣いで見上げていて、私
が、一瞬目をそらした瞬間に姿
が消えた。「いたはずなのに！」
と双眼鏡で必死に探したが、見
つからない。ヘリコプターが
飛び去り、30分ほどたった後、
ホウロクシギが立ち上がり、カ
ニを摘まみ始めてからやっと
居た場所がわかった。「ホウロ
クシギは危険を察すると砂浜
にぺたりと座り込み、伏せてい
たのだ。」これにはびっくりし
た。干潟には小さな起伏があ
り、羽毛の茶褐色斑紋が干潟の砂地に溶け込んで見事な保護色になっ
ている。そうでもなければ、大型のシギ類は生き残れなかったに違い
ない。ほんとうに感服してしまった。これだから野鳥観察は面白い。

参考文献
・�千葉県の保護上重要な野生生物～千葉県レッドデータブック～動
物編　2011年改訂版　千葉県

� （文・写真　千葉県立中央博物館ボランティア　成田篤彦）

両種とも全長約60センチの大型のシギで、千葉県選定最重要保護生
物。県内では旅鳥（北方に繁殖地、南方に越冬地を持ち、春と秋の渡
り途中でその地方を通過する渡り鳥）、個体数はとても少ない。前者は、
シベリアのタイガで繁殖し、東京湾で少数越冬する。後者は、極東地
域の固有種。中国北東部、カムチャッカ半島、シベリア北東部等の一
部で繁殖。冬期に南に渡る。県内では、かつて普通にみられたが、現
在は個体数が少ない。

ダイシャクシギとホウロクシギ

　１月27日（土）、館山市で地層と貝化石の観察会を開催しました（参加者13名）。寒空の
下、長靴を履いて河川敷を歩きながら、２地点で化石を探しました（写真❶）。観察した地
層は数千年前の海底に積もった泥からできており、スコップがささるほど軟らかいのが特
徴です。青灰色の泥層には貝化石がたくさん含まれていました（写真❷）。
　この日は、参加者全員が貝化石を見つけました。参加者の中には、地点によって見つか
る貝化石の種類が異なることに気付いた方もいました。カニの爪の化石を見つけた参加者
は大よろこび。様々な発見があり、寒さも吹き飛ぶ観察会でした。最後に、化石のクリー
ニング方法や牛乳パック標本箱の作り方、化石標本にラベル（名札のようなもの）を付け
る大切さをお伝えして、観察会を終えました。
� （千葉友樹）

観察会報告　地層と貝化石の観察会

ア
オ
ガ
イ
類
の
殻
の
内
面
は
、
本
当
に
き
れ

い
な
青
緑
色
で
す
（
た
だ
し
、
サ
ク
ラ
ア
オ
ガ

イ
は
白
っ
ぽ
い
で
す
）。
海
岸
で
ア
オ
ガ
イ
類

の
貝
殻
を
拾
う
と
、
種
ま
で
同
定
で
き
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
青
緑
色
に
魅
了
さ
れ
ま

す
よ
。
ぜ
ひ
、
磯
や
海
岸
で
ア
オ
ガ
イ
類
を
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
本
年
度
最
後
の
号
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
よ
う
や
く
野
外
観
察
会
を
例
年
通
り
に

実
施
で
き
る
状
況
に
な
り
、
参
加
者
と
一
緒
に

自
然
観
察
を
楽
し
み
ま
し
た
。
野
外
で
見
る
自

然
の
魅
力
を
再
確
認
で
き
た
年
で
し
た
。
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千
葉
友
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）

写真❶　化石を探す様子
写真❷　地層中の貝化石

❶❶

❷❷

砂浜で形成された地層（写真の横幅は約35センチ）砂浜で形成された地層（写真の横幅は約35センチ）

地層をはぎ取る

写真❶　�ダイシャクシギ
　　　　（木更津市�2023年12月９日）
写真❷　�ホウロクシギ
　　　　（木更津市�2010年９月29日）

特 集

❶❶

❷❷

の由来
　房総のフィールド・ミュージアムのニュースレ
ターのタイトル「しいむじな」は、アナグマをさす
房総丘陵の方言です。ムジナは地域によってア
ナグマやタヌキをさすなど様々なのですが、千
葉県内ではアナグマのことが多いようです。房
総丘陵の人々は、大きなスダジイの木のウロに棲
んでいるムジナを、愛情を込めて「しいむじな」
と呼んでいます。
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房総のフィールド・ミュージアムとは

　房総を舞台に、地域の自然や文化そのものを「資
料」や「展示物」ととらえる、千葉県立中央博物
館によるフィールド事業（野外で展開する博物館活
動）の一環です。観察会を開催したり、君津市立
清和小学校の校舎を利用した「教室博物館」を拠
点に、地域の方々のご協力のもと、資料の収集や調
査・研究等の活動を行っています。

上
の
写
真
は
、
砂
浜
で
形
成
さ
れ
た
地
層
で

す
。
約
40
万
年
前
の
砂
浜
の
断
面
を
見
て
い
ま

す
。
平
行
～
緩
傾
斜
の
美
し
い
縞
模
様
は
、
砂

浜
に
寄
せ
る
波
と
返
す
波
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま

す
。
白
斑
状
の
模
様
は
、
ゴ
カ
イ
の
仲
間
が
砂

の
中
を
動
い
た
痕
跡
で
す
。
こ
の
地
層
は
、
波

と
生
物
が
作
り
上
げ
た
芸
術
で
あ
り
、
当
時
の

環
境
を
記
録
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
あ
り
ま

す
。野

外
で
地
層
を
調
べ
て
い
る
と
、
地
層
を

室
内
に
持
ち
帰
っ
て
じ
っ
く
り
観
察
し
た
い
、

様
々
な
人
に
地
層
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
、
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
願
い
を
叶
え
て

く
れ
る
の
が
、
地
層
の
は
ぎ
取
り
標
本
で
す
。

こ
の
特
集
で
は
、
地
層
の
は
ぎ
取
り
標
本
を
製

作
す
る
方
法
と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

�

（
千
葉
友
樹
）
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千
葉
県
は
ア
オ
ガ
イ
類
の

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

皆
さ
ん
は
、
ア
オ
ガ
イ
と
呼
ば
れ
る
カ
サ
ガ
イ

類
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
千
葉
県
内
の
海
辺
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
殻
長
が
２
～
３
セ
ン
チ
程

度
の
笠
形
の
貝
類
で
す
（
図
①
）。
殻
の
内
面
が

青
緑
色
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
オ
ガ
イ
（
青

貝
）
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。

ア
オ
ガ
イ
属� N

ipponacm
ea

の
貝
類
は
、
日
本

国
内
で
は
９
種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
千
葉
県

内
で
は
、
ア
オ
ガ
イ
、
ク
サ
イ
ロ
ア
オ
ガ
イ
、
コ

ウ
ダ
カ
ア
オ
ガ
イ
、
ク
モ
リ
ア
オ
ガ
イ
、
ホ
ソ
ス

ジ
ア
オ
ガ
イ
、
カ
ス
ミ
ア
オ
ガ
イ
、
サ
ク
ラ
ア
オ

ガ
イ
の
７
種
が
分
布
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
有
数
の

ア
オ
ガ
イ
類
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
す
（
以
下
の

解
説
で
は
、
種
名
を
省
記
）。

貝
殻
の
色
彩
変
異
が
大
き
い
割
に
、
種
間
の
形

態
変
異
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
別
種
同
士
が
同
所
的

に
生
息
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
種
の
同
定

が
難
し
い
と
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

県
内
の
ど
こ
に
、
ど
の
種
が
ど
の
程
度
分
布
し
て

い
る
の
か
、
と
い
う
詳
細
な
情
報
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
は
、
ア
オ
ガ
イ
類
の
同
定
を

マ
ス
タ
ー
し
て
、
分
布
情
報
を
中
央
博
物
館
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

ア
オ
ガ
イ
類
の
同
定
ポ
イ
ン
ト

ア
オ
ガ
イ
類
の
同
定
の
際
に
観
察
す
る
と
良
い

ポ
イ
ン
ト
は
、
生
息
環
境
、
軟
体
部
、
貝
殻
の
特

徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　生
息
環
境
：
そ
れ
ぞ
れ
の
種
が
、
潮
間
帯
の
上

部
か
ら
下
部
、
更
に
は
潮
下
帯
ま
で
、
好
み
の
生

息
環
境
が
あ
り
ま
す
。
県
内
で
は
、
潮
間
帯
上
部

か
ら
順
に
、
コ
ウ
ダ
カ
、
ク
サ
イ
ロ
、
ク
モ
リ
、

ホ
ソ
ス
ジ
、
ア
オ
ガ
イ
、
カ
ス
ミ
、
サ
ク
ラ
が
生

息
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
（
写
真
❶
）。
館

山
市
や
外
房
の
護
岸
で
生
息
状
況
の
変
遷
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
種
の
候
補
を
絞
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　軟
体
部
：
貝
殻
よ
り
も
軟
体
部
（
特
に
足
部
）

の
色
彩
を
見
る
と
同
定
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

足
部
の
観
察
方
法
は
、
ア
オ
ガ
イ
類
を
石
か
ら
剥は

が
し
た
際
に
、
体
の
側
面
を
観
察
し
ま
す
。
足
部

の
側
面
は
黒
色
～
白
色
ま
で
異
な
っ
て
い
て
、
ホ

ソ
ス
ジ
、
ア
オ
ガ
イ
、
コ
ウ
ダ
カ
、
カ
ス
ミ
、
ク

モ
リ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
、
カ
ス
リ
、
ク
サ
イ
ロ
、
サ

ク
ラ
の
順
番
で
色
が
薄
く
な
り
ま
す
（
図
①
の
足

部
参
照
）。
次
に
、
同
所
的
に
生
息
し
て
い
て
、

よ
く
間
違
わ
れ
る
例
を
挙
げ
ま
す
。
潮
間
帯
上
部

で
は
、
貝
殻
が
摩
耗
し
た
ク
サ
イ
ロ
と
コ
ウ
ダ
カ

が
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
足
部
側
面

が
白
い
方
が
ク
サ
イ
ロ
、
黒
い
方
が
コ
ウ
ダ
カ
と

区
別
で
き
ま
す
。
潮
間
帯
中
部
で
は
細
筋
模
様
の

あ
る
ク
モ
リ
と
ホ
ソ
ス
ジ
が
い
ま
す
が
、
ホ
ソ
ス

ジ
の
方
は
軟
体
部
側
面
が
黒
く
染
ま
る
た
め
、
区

別
が
で
き
ま
す
。
潮
間
帯
下
部
で
、
ア
オ
ガ
イ
と

黒
っ
ぽ
い
貝
殻
の
サ
ク
ラ
の
区
別
が
難
し
い
で
す

が
、
足
部
側
面
を
み
て
、
白
い
方
が
サ
ク
ラ
、
黒

い
方
が
ア
オ
ガ
イ
と
区
別
が
で
き
ま
す
。
貝
殻
が

摩
耗
し
て
い
た
り
、
成
長
途
中
だ
と
貝
殻
の
特
徴

が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
生
息

環
境
と
軟
体
部
の
色
彩
情
報
を
合
わ
せ
る
と
、
同

定
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　貝
殻
：
前
述
の
生
息
環
境
と

軟
体
部
（
足
部
）
の
色
彩
を
元

に
同
定
す
る
方
法
は
、
生
息
地

で
生
き
て
い
る
貝
を
見
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
貝
殻
標
本
や
砂

浜
で
拾
っ
た
貝
殻
で
は
、
前
述

の
方
法
は
使
え
ず
、
貝
殻
の
形

態
情
報
の
み
で
同
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
慣
れ
て
い
な

い
人
に
と
っ
て
は
難
し
い
で
す
。

同
定
ポ
イ
ン
ト
は
、
貝
殻
の
模

様
の
変
異
や
殻
高
、
表
面
の
顆

粒
な
ど
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、
詳
細
はTeruya�et�al.�

（2022

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

�

（
照
屋
清
之
介
）

文
献
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arga�D

H
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M
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h
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gen

y�o
f�

N
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地
層
の
は
ぎ
取
り
標
本
を
製
作
す
る

地
層
が
見
え
る
崖
に
は
、
草
が
生
え

て
い
た
り
、
崩
れ
た
土
砂
が
表
面
を

覆
っ
て
い
た
り
、
地
層
が
観
察
し
に
く

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
表
面

を
削
っ
て
新
鮮
な
面
を
出
し
ま
す
（
写

真
❶
）。
は
ぎ
取
り
標
本
に
凹
凸
が
で

き
な
い
よ
う
に
、
は
ぎ
取
る
面
を
で
き

る
だ
け
平
坦
に
し
ま
す
。

続
い
て
、
は
ぎ
取
る
面
に
樹
脂
を
塗

り
ま
す
（
写
真
❷
）。
さ
ら
に
、
裏
打

ち
材
を
貼
り
、
地
層
と
裏
打
ち
材
を
密

着
さ
せ
ま
す
（
写
真
❸
）。
隙
間
が
で

き
て
し
ま
う
と
、
そ
の
部
分
の
地
層
が

う
ま
く
は
ぎ
取
れ
な
く
な
る
の
で
、
樹

脂
が
固
ま
り
始
め
る
前
に
、
手
早
く
か

つ
正
確
に
作
業
を
進
め
ま
す
。
裏
打
ち

材
を
貼
り
終
わ
っ
た
ら
、
樹
脂
が
完
全

に
固
ま
る
ま
で
待
ち
ま
す
。

い
よ
い
よ
地
層
を
は
ぎ
取
り
ま
す
。

欠
損
な
く
は
ぎ
取
れ
る
か
、
緊
張
の
一

瞬
で
す
。
裏
打
ち
材
の
上
端
を
二
人
で

持
ち
、
ゆ
っ
く
り
と
地
層
を
は
ぎ
取
り

ま
す
（
写
真
❹
）。
は
ぎ
取
り
標
本
は
、

地
層
を
構
成
す
る
粒
子
の
実
物
で
、
粒

子
の
配
列
や
積
み
重
な
っ
た
順
番
も
写

し
取
ら
れ
ま
す
。

野
外
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ば
か
り
の
は

ぎ
取
り
標
本
に
は
、
固
着
し
て
い
な
い

粒
子
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
粒

子
を
水
で
洗
い
流
し
ま
す
（
写
真
❺
）。

乾
燥
後
、
薄
め
た
接
着
剤
を
は
ぎ
取
り

標
本
に
吹
き
付
け
て
、
粒
子
の
落
下
を

防
ぎ
ま
す
。
こ
れ
で
は
ぎ
取
り
標
本
の

完
成
で
す
。

地
層
の
は
ぎ
取
り
標
本
の
魅
力

は
ぎ
取
り
標
本
を
じ
っ
く
り
観
察
す

る
と
、
新
発
見
が
あ
り
ま
す
。
粒
子
間

の
隙
間
が
多
い
砂
の
部
分
の
方
が
、
泥

の
部
分
よ
り
も
樹
脂
が
染
み
込
み
や
す

い
た
め
、
厚
く
は
ぎ
取
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
は
ぎ
取
り
標
本
で
は
粒
度
の
違

い
を
認
識
し
や
す
く
な
り
、
野
外
で
見

逃
し
て
い
た
縞
模
様
や
生
物
が
作
っ
た

巣
穴
の
化
石
に
気
付
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。は

ぎ
取
り
標
本
は
、
展
示
に
も
活

用
さ
れ
ま
す
。
地
層
を
構
成
す
る
粒

子
の
実
物
が
見
ら

れ
る
た
め
、
写
真

に
は
な
い
迫
力

が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
直
近
で
は
、

２
０
２
３
年
度
の

特
別
展
「
よ
み
が

え
る
チ
バ
ニ
ア
ン

期
の
古
生
物
」
に

て
、
３
枚
の
は
ぎ

取
り
標
本
を
展
示

し
ま
し
た
（
写
真

❻
）。
来
館
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
拝
見

す
る
と
、
印
象
に

残
っ
た
展
示
と
し

て
、
は
ぎ
取
り
標

本
を
挙
げ
た
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

は
ぎ
取
り
標
本

に
は
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
よ
う
な
役

割
も
あ
り
ま
す
。地
層
が
見
え
る
崖
は
、

開
発
に
よ
る
消
滅
、
崖
崩
れ
防
止
の
た

め
の
被
覆
、
草
木
の
繁
茂
な
ど
の
理
由

で
、
観
察
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
は
ぎ
取
り
標
本
を
製
作
し

て
博
物
館
で
保
管
す
る
こ
と
で
、
そ
の

場
所
に
ど
の
よ
う
な
地
層
が
あ
っ
た
の

か
、後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
層
の
は
ぎ
取
り
標
本
製
作
の
お
願
い

博
物
館
で
は
、
は
ぎ
取
り
標
本
の
製

作
を
今
後
も
続
け
る
予
定
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
権
者
の
ご
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
標
本
製
作
を
ご
快
諾
い
た

だ
け
れ
ば
、
は
ぎ
取
り
標
本
の
製
作

は
、
半
分
終
わ
っ
た
よ
う
な
感
覚
で

す
。
地
番
を
特
定
し
て
、
地
権
者
の
連

絡
先
を
調
べ
、
お
会
い
し
て
許
可
を
い

た
だ
く
ま
で
に
は
、
そ
れ
く
ら
い
の
時

間
と
労
力
が
必
要
で
す
。
皆
様
の
と
こ

ろ
に
も
、
博
物
館
か
ら
「
地
層
の
は
ぎ

取
り
標
本
を
製
作
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
」
と
連
絡
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
際
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。
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写真❶　�千葉県館山市の護岸で確認されたアオ
ガイ類の垂直分布。

図①　　�千葉県内におけるアオガイ類の貝殻、
軟体部（足部）、生息環境の特徴。図
の左側の上・中・下部は潮間帯の生息
位置を示し、種名の隣の多産・普通・
少産は、県内での生息状況を示す。
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千
葉
県
は
ア
オ
ガ
イ
類
の

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

皆
さ
ん
は
、
ア
オ
ガ
イ
と
呼
ば
れ
る
カ
サ
ガ
イ

類
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
千
葉
県
内
の
海
辺
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
殻
長
が
２
～
３
セ
ン
チ
程

度
の
笠
形
の
貝
類
で
す
（
図
①
）。
殻
の
内
面
が

青
緑
色
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
オ
ガ
イ
（
青

貝
）
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。

ア
オ
ガ
イ
属� N

ipponacm
ea

の
貝
類
は
、
日
本

国
内
で
は
９
種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
千
葉
県

内
で
は
、
ア
オ
ガ
イ
、
ク
サ
イ
ロ
ア
オ
ガ
イ
、
コ

ウ
ダ
カ
ア
オ
ガ
イ
、
ク
モ
リ
ア
オ
ガ
イ
、
ホ
ソ
ス

ジ
ア
オ
ガ
イ
、
カ
ス
ミ
ア
オ
ガ
イ
、
サ
ク
ラ
ア
オ

ガ
イ
の
７
種
が
分
布
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
有
数
の

ア
オ
ガ
イ
類
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
す
（
以
下
の

解
説
で
は
、
種
名
を
省
記
）。

貝
殻
の
色
彩
変
異
が
大
き
い
割
に
、
種
間
の
形

態
変
異
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
別
種
同
士
が
同
所
的

に
生
息
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
種
の
同
定

が
難
し
い
と
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

県
内
の
ど
こ
に
、
ど
の
種
が
ど
の
程
度
分
布
し
て

い
る
の
か
、
と
い
う
詳
細
な
情
報
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
は
、
ア
オ
ガ
イ
類
の
同
定
を

マ
ス
タ
ー
し
て
、
分
布
情
報
を
中
央
博
物
館
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

ア
オ
ガ
イ
類
の
同
定
ポ
イ
ン
ト

ア
オ
ガ
イ
類
の
同
定
の
際
に
観
察
す
る
と
良
い

ポ
イ
ン
ト
は
、
生
息
環
境
、
軟
体
部
、
貝
殻
の
特

徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　生
息
環
境
：
そ
れ
ぞ
れ
の
種
が
、
潮
間
帯
の
上

部
か
ら
下
部
、
更
に
は
潮
下
帯
ま
で
、
好
み
の
生

息
環
境
が
あ
り
ま
す
。
県
内
で
は
、
潮
間
帯
上
部

か
ら
順
に
、
コ
ウ
ダ
カ
、
ク
サ
イ
ロ
、
ク
モ
リ
、

ホ
ソ
ス
ジ
、
ア
オ
ガ
イ
、
カ
ス
ミ
、
サ
ク
ラ
が
生

息
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
（
写
真
❶
）。
館

山
市
や
外
房
の
護
岸
で
生
息
状
況
の
変
遷
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
種
の
候
補
を
絞
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　軟
体
部
：
貝
殻
よ
り
も
軟
体
部
（
特
に
足
部
）

の
色
彩
を
見
る
と
同
定
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

足
部
の
観
察
方
法
は
、
ア
オ
ガ
イ
類
を
石
か
ら
剥は

が
し
た
際
に
、
体
の
側
面
を
観
察
し
ま
す
。
足
部

の
側
面
は
黒
色
～
白
色
ま
で
異
な
っ
て
い
て
、
ホ

ソ
ス
ジ
、
ア
オ
ガ
イ
、
コ
ウ
ダ
カ
、
カ
ス
ミ
、
ク

モ
リ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
、
カ
ス
リ
、
ク
サ
イ
ロ
、
サ

ク
ラ
の
順
番
で
色
が
薄
く
な
り
ま
す
（
図
①
の
足

部
参
照
）。
次
に
、
同
所
的
に
生
息
し
て
い
て
、

よ
く
間
違
わ
れ
る
例
を
挙
げ
ま
す
。
潮
間
帯
上
部

で
は
、
貝
殻
が
摩
耗
し
た
ク
サ
イ
ロ
と
コ
ウ
ダ
カ

が
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
足
部
側
面

が
白
い
方
が
ク
サ
イ
ロ
、
黒
い
方
が
コ
ウ
ダ
カ
と

区
別
で
き
ま
す
。
潮
間
帯
中
部
で
は
細
筋
模
様
の

あ
る
ク
モ
リ
と
ホ
ソ
ス
ジ
が
い
ま
す
が
、
ホ
ソ
ス

ジ
の
方
は
軟
体
部
側
面
が
黒
く
染
ま
る
た
め
、
区

別
が
で
き
ま
す
。
潮
間
帯
下
部
で
、
ア
オ
ガ
イ
と

黒
っ
ぽ
い
貝
殻
の
サ
ク
ラ
の
区
別
が
難
し
い
で
す

が
、
足
部
側
面
を
み
て
、
白
い
方
が
サ
ク
ラ
、
黒

い
方
が
ア
オ
ガ
イ
と
区
別
が
で
き
ま
す
。
貝
殻
が

摩
耗
し
て
い
た
り
、
成
長
途
中
だ
と
貝
殻
の
特
徴

が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
生
息

環
境
と
軟
体
部
の
色
彩
情
報
を
合
わ
せ
る
と
、
同

定
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　貝
殻
：
前
述
の
生
息
環
境
と

軟
体
部
（
足
部
）
の
色
彩
を
元

に
同
定
す
る
方
法
は
、
生
息
地

で
生
き
て
い
る
貝
を
見
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
貝
殻
標
本
や
砂

浜
で
拾
っ
た
貝
殻
で
は
、
前
述

の
方
法
は
使
え
ず
、
貝
殻
の
形

態
情
報
の
み
で
同
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
慣
れ
て
い
な

い
人
に
と
っ
て
は
難
し
い
で
す
。

同
定
ポ
イ
ン
ト
は
、
貝
殻
の
模

様
の
変
異
や
殻
高
、
表
面
の
顆

粒
な
ど
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、
詳
細
はTeruya�et�al.�

（2022

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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（
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地
層
の
は
ぎ
取
り
標
本
を
製
作
す
る

地
層
が
見
え
る
崖
に
は
、
草
が
生
え

て
い
た
り
、
崩
れ
た
土
砂
が
表
面
を

覆
っ
て
い
た
り
、
地
層
が
観
察
し
に
く

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
表
面

を
削
っ
て
新
鮮
な
面
を
出
し
ま
す
（
写

真
❶
）。
は
ぎ
取
り
標
本
に
凹
凸
が
で

き
な
い
よ
う
に
、
は
ぎ
取
る
面
を
で
き

る
だ
け
平
坦
に
し
ま
す
。

続
い
て
、
は
ぎ
取
る
面
に
樹
脂
を
塗

り
ま
す
（
写
真
❷
）。
さ
ら
に
、
裏
打

ち
材
を
貼
り
、
地
層
と
裏
打
ち
材
を
密

着
さ
せ
ま
す
（
写
真
❸
）。
隙
間
が
で

き
て
し
ま
う
と
、
そ
の
部
分
の
地
層
が

う
ま
く
は
ぎ
取
れ
な
く
な
る
の
で
、
樹

脂
が
固
ま
り
始
め
る
前
に
、
手
早
く
か

つ
正
確
に
作
業
を
進
め
ま
す
。
裏
打
ち

材
を
貼
り
終
わ
っ
た
ら
、
樹
脂
が
完
全

に
固
ま
る
ま
で
待
ち
ま
す
。

い
よ
い
よ
地
層
を
は
ぎ
取
り
ま
す
。

欠
損
な
く
は
ぎ
取
れ
る
か
、
緊
張
の
一

瞬
で
す
。
裏
打
ち
材
の
上
端
を
二
人
で

持
ち
、
ゆ
っ
く
り
と
地
層
を
は
ぎ
取
り

ま
す
（
写
真
❹
）。
は
ぎ
取
り
標
本
は
、

地
層
を
構
成
す
る
粒
子
の
実
物
で
、
粒

子
の
配
列
や
積
み
重
な
っ
た
順
番
も
写

し
取
ら
れ
ま
す
。

野
外
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ば
か
り
の
は

ぎ
取
り
標
本
に
は
、
固
着
し
て
い
な
い

粒
子
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
粒

子
を
水
で
洗
い
流
し
ま
す
（
写
真
❺
）。

乾
燥
後
、
薄
め
た
接
着
剤
を
は
ぎ
取
り

標
本
に
吹
き
付
け
て
、
粒
子
の
落
下
を

防
ぎ
ま
す
。
こ
れ
で
は
ぎ
取
り
標
本
の

完
成
で
す
。

地
層
の
は
ぎ
取
り
標
本
の
魅
力

は
ぎ
取
り
標
本
を
じ
っ
く
り
観
察
す

る
と
、
新
発
見
が
あ
り
ま
す
。
粒
子
間

の
隙
間
が
多
い
砂
の
部
分
の
方
が
、
泥

の
部
分
よ
り
も
樹
脂
が
染
み
込
み
や
す

い
た
め
、
厚
く
は
ぎ
取
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
は
ぎ
取
り
標
本
で
は
粒
度
の
違

い
を
認
識
し
や
す
く
な
り
、
野
外
で
見

逃
し
て
い
た
縞
模
様
や
生
物
が
作
っ
た

巣
穴
の
化
石
に
気
付
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。は

ぎ
取
り
標
本
は
、
展
示
に
も
活

用
さ
れ
ま
す
。
地
層
を
構
成
す
る
粒

子
の
実
物
が
見
ら

れ
る
た
め
、
写
真

に
は
な
い
迫
力

が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
直
近
で
は
、

２
０
２
３
年
度
の

特
別
展
「
よ
み
が

え
る
チ
バ
ニ
ア
ン

期
の
古
生
物
」
に

て
、
３
枚
の
は
ぎ

取
り
標
本
を
展
示

し
ま
し
た
（
写
真

❻
）。
来
館
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
拝
見

す
る
と
、
印
象
に

残
っ
た
展
示
と
し

て
、
は
ぎ
取
り
標

本
を
挙
げ
た
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

は
ぎ
取
り
標
本

に
は
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
よ
う
な
役

割
も
あ
り
ま
す
。地
層
が
見
え
る
崖
は
、

開
発
に
よ
る
消
滅
、
崖
崩
れ
防
止
の
た

め
の
被
覆
、
草
木
の
繁
茂
な
ど
の
理
由

で
、
観
察
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
は
ぎ
取
り
標
本
を
製
作
し

て
博
物
館
で
保
管
す
る
こ
と
で
、
そ
の

場
所
に
ど
の
よ
う
な
地
層
が
あ
っ
た
の

か
、後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
層
の
は
ぎ
取
り
標
本
製
作
の
お
願
い

博
物
館
で
は
、
は
ぎ
取
り
標
本
の
製

作
を
今
後
も
続
け
る
予
定
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
権
者
の
ご
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
標
本
製
作
を
ご
快
諾
い
た

だ
け
れ
ば
、
は
ぎ
取
り
標
本
の
製
作

は
、
半
分
終
わ
っ
た
よ
う
な
感
覚
で

す
。
地
番
を
特
定
し
て
、
地
権
者
の
連

絡
先
を
調
べ
、
お
会
い
し
て
許
可
を
い

た
だ
く
ま
で
に
は
、
そ
れ
く
ら
い
の
時

間
と
労
力
が
必
要
で
す
。
皆
様
の
と
こ

ろ
に
も
、
博
物
館
か
ら
「
地
層
の
は
ぎ

取
り
標
本
を
製
作
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
」
と
連
絡
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
際
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。
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写真❸　たわしを使って地層と裏打ち材を密着させる
写真❹　地層をはぎ取る
写真❺　ジョウロを使って水洗する
写真❻　地層のはぎ取り標本の展示

❶❶

❸❸

❺❺

❷❷

❹❹

❻❻

❶❶①①

写真❶　�千葉県館山市の護岸で確認されたアオ
ガイ類の垂直分布。

図①　　�千葉県内におけるアオガイ類の貝殻、
軟体部（足部）、生息環境の特徴。図
の左側の上・中・下部は潮間帯の生息
位置を示し、種名の隣の多産・普通・
少産は、県内での生息状況を示す。
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連 載

MEMO

小櫃川流域の生きもの
大型シギは干潟で天敵をど
う避ける？  
～ダイシャクシギとホウロクシギ～

　師走の盤洲干潟、風がなく、遠くに汽船がぼんやり見える。さざ波
が「ザ、ザ、ザ」と渚に寄せる。２羽のユリカモメと数羽のハマシギ
の群れの右手にひときわ大きく、くちばしが弓のように長い１羽の水
鳥がいた。すらっとした体つき。大きさからみて、「ダイシャクシギ
かホウロクシギ。どちらにしても滅多に出会えないシギ！」。この大型
シギは海面にくちばしを刺して、小さなカニを素早く摘まみ上げて何
度も飲み込んでいた。「遮るものがない干潟の海辺では目立つ！」と
思った。「ハヤブサが現れたらどうやって逃げる？」と不思議であった。
少しずつ近づいていくと「ホイーン」と一声鳴いて、飛び去った。「あれ、
もう逃げるの！」とがっかりした。この大型のシギは私の周りを大き
く旋回して南の海上へ飛び去った。飛んだ時に背から腰にかけて白い
帯が見えたので、「ダイシャクシギ」。このシギは、危険を感じると小

さな鳥よりも相当早く、すぐに
逃げて危険を避けると思った。
　さて、以前、この干潟の砂浜
で大型シギのホウロクシギが、
コメツキガニをくちばしで摘
まみ上げて食べていた。上空
に接近してくるヘリコプター
を上目遣いで見上げていて、私
が、一瞬目をそらした瞬間に姿
が消えた。「いたはずなのに！」
と双眼鏡で必死に探したが、見
つからない。ヘリコプターが
飛び去り、30分ほどたった後、
ホウロクシギが立ち上がり、カ
ニを摘まみ始めてからやっと
居た場所がわかった。「ホウロ
クシギは危険を察すると砂浜
にぺたりと座り込み、伏せてい
たのだ。」これにはびっくりし
た。干潟には小さな起伏があ
り、羽毛の茶褐色斑紋が干潟の砂地に溶け込んで見事な保護色になっ
ている。そうでもなければ、大型のシギ類は生き残れなかったに違い
ない。ほんとうに感服してしまった。これだから野鳥観察は面白い。

参考文献
・�千葉県の保護上重要な野生生物～千葉県レッドデータブック～動
物編　2011年改訂版　千葉県

� （文・写真　千葉県立中央博物館ボランティア　成田篤彦）

両種とも全長約60センチの大型のシギで、千葉県選定最重要保護生
物。県内では旅鳥（北方に繁殖地、南方に越冬地を持ち、春と秋の渡
り途中でその地方を通過する渡り鳥）、個体数はとても少ない。前者は、
シベリアのタイガで繁殖し、東京湾で少数越冬する。後者は、極東地
域の固有種。中国北東部、カムチャッカ半島、シベリア北東部等の一
部で繁殖。冬期に南に渡る。県内では、かつて普通にみられたが、現
在は個体数が少ない。

ダイシャクシギとホウロクシギ

　１月27日（土）、館山市で地層と貝化石の観察会を開催しました（参加者13名）。寒空の
下、長靴を履いて河川敷を歩きながら、２地点で化石を探しました（写真❶）。観察した地
層は数千年前の海底に積もった泥からできており、スコップがささるほど軟らかいのが特
徴です。青灰色の泥層には貝化石がたくさん含まれていました（写真❷）。
　この日は、参加者全員が貝化石を見つけました。参加者の中には、地点によって見つか
る貝化石の種類が異なることに気付いた方もいました。カニの爪の化石を見つけた参加者
は大よろこび。様々な発見があり、寒さも吹き飛ぶ観察会でした。最後に、化石のクリー
ニング方法や牛乳パック標本箱の作り方、化石標本にラベル（名札のようなもの）を付け
る大切さをお伝えして、観察会を終えました。
� （千葉友樹）

観察会報告　地層と貝化石の観察会

ア
オ
ガ
イ
類
の
殻
の
内
面
は
、
本
当
に
き
れ

い
な
青
緑
色
で
す
（
た
だ
し
、
サ
ク
ラ
ア
オ
ガ

イ
は
白
っ
ぽ
い
で
す
）。
海
岸
で
ア
オ
ガ
イ
類

の
貝
殻
を
拾
う
と
、
種
ま
で
同
定
で
き
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
青
緑
色
に
魅
了
さ
れ
ま

す
よ
。
ぜ
ひ
、
磯
や
海
岸
で
ア
オ
ガ
イ
類
を
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
本
年
度
最
後
の
号
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
よ
う
や
く
野
外
観
察
会
を
例
年
通
り
に

実
施
で
き
る
状
況
に
な
り
、
参
加
者
と
一
緒
に

自
然
観
察
を
楽
し
み
ま
し
た
。
野
外
で
見
る
自

然
の
魅
力
を
再
確
認
で
き
た
年
で
し
た
。
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写真❶　化石を探す様子
写真❷　地層中の貝化石

❶❶

❷❷

砂浜で形成された地層（写真の横幅は約35センチ）砂浜で形成された地層（写真の横幅は約35センチ）

地層をはぎ取る

写真❶　�ダイシャクシギ
　　　　（木更津市�2023年12月９日）
写真❷　�ホウロクシギ
　　　　（木更津市�2010年９月29日）

特 集

❶❶

❷❷

の由来
　房総のフィールド・ミュージアムのニュースレ
ターのタイトル「しいむじな」は、アナグマをさす
房総丘陵の方言です。ムジナは地域によってア
ナグマやタヌキをさすなど様々なのですが、千
葉県内ではアナグマのことが多いようです。房
総丘陵の人々は、大きなスダジイの木のウロに棲
んでいるムジナを、愛情を込めて「しいむじな」
と呼んでいます。
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房総のフィールド・ミュージアム　ニュースレター
発　行

連絡先

千葉県立中央博物館
房総のフィールド・ミュージアム

〒260-8682
千葉市中央区青葉町955-2
TEL : 043-265-3111
 
https://www.chiba-muse.or.jp/
NATURAL/special/yama/
 2024（令和６）年３月発行
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房総のフィールド・ミュージアムとは

　房総を舞台に、地域の自然や文化そのものを「資
料」や「展示物」ととらえる、千葉県立中央博物
館によるフィールド事業（野外で展開する博物館活
動）の一環です。観察会を開催したり、君津市立
清和小学校の校舎を利用した「教室博物館」を拠
点に、地域の方々のご協力のもと、資料の収集や調
査・研究等の活動を行っています。

上
の
写
真
は
、
砂
浜
で
形
成
さ
れ
た
地
層
で

す
。
約
40
万
年
前
の
砂
浜
の
断
面
を
見
て
い
ま

す
。
平
行
～
緩
傾
斜
の
美
し
い
縞
模
様
は
、
砂

浜
に
寄
せ
る
波
と
返
す
波
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま

す
。
白
斑
状
の
模
様
は
、
ゴ
カ
イ
の
仲
間
が
砂

の
中
を
動
い
た
痕
跡
で
す
。
こ
の
地
層
は
、
波

と
生
物
が
作
り
上
げ
た
芸
術
で
あ
り
、
当
時
の

環
境
を
記
録
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
あ
り
ま

す
。野

外
で
地
層
を
調
べ
て
い
る
と
、
地
層
を

室
内
に
持
ち
帰
っ
て
じ
っ
く
り
観
察
し
た
い
、

様
々
な
人
に
地
層
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
、
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
願
い
を
叶
え
て

く
れ
る
の
が
、
地
層
の
は
ぎ
取
り
標
本
で
す
。

こ
の
特
集
で
は
、
地
層
の
は
ぎ
取
り
標
本
を
製

作
す
る
方
法
と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
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